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　目的 ・免疫複合体 の 血 中か らの 処理 不 全 は ， 血管炎 や 腎炎発症 の 原因 とk る こ とが 示唆 さ

れ て い る が ，

一般に ， こ の 免疫複合体 の 処理は ， 網内系細胞に よ b行わ れ て い る 。 そ こ で 今

回我 々 は ，
マ ク ロ フ ァ

ージ を使 っ た in　 vitro の 免疫複合体除去能力測定系 を用 い て ，
　in

vivo に お い て ， 免疫複合体除去能を亢進させ た当帰芍薬散 ，及 び そ の 構成生薬の 作用に つ

い て 検討 し， 処方 の 解析 を行 っ た。

　方法 ・当帰芍薬散，当 帰芍薬 散去
一

味及 び 当帰苟薬散構成生薬 は ， 定法通 りに水 よ り煎 じ

て得た。 こ れを Sephadex 　LH − 20 に よb タ ン ＝t ン 類 を除去 し検体 とした 。 免疫複合体除

去能 の 測定は次 の 方 法 で 行 っ た 。
マ ウス の 腹腔内に チ オ グ リ コ レ

ー
ト培地 を投与 し，96 時間

後 に得 られ る 腹腔 浸 出 細胞 を 96 穴 マ イ ク ロ プ レ ー ト に分注 し ，
マ ク ロ フ ァ

ージ と して 用 い

た 。 検体を 20 時間 5 ％ CO2 下 ， 37 ℃ の 条件で作用 さ せ た後 ， 酵素で ある peroxidase

を抗原 とした peroxida8e 　 anti − peroxidase （PAP ）を免疫複合体と して マ ク ロ フ

ァ
ージ に結 合させ た。

4 ℃，3．5時間 の 条件 で マ ク ロ フ ァ
ージ に PAP を結合さ せ た後 ，未

結合 の PAP を洗浄 ， 除去 した
。 洗浄後 ，　 NP − 40 で マ ク ロ フ ァ

ージ を破壊 しPAP を 遊 離

さ せ た。 peroxidase の 基質で ある OPD を添加 し ， 吸光度 の 測定 か ら結合 した PAP 量を

求め，マ ク ロ フ ァ
ージ の免疫複合体除去能 の 測定 を行 っ た。

　結果及 び考察 ・ 当帰苟薬散 を マ ク ロ フ ァ
ージ に作用 さ せ た と こ ろ ， 免疫複合体除去能 の 亢

進が観察され た。 構成 生薬単味 で は当帰に の み活性が 認 め られ た が ， 当帰芍薬散中に含 まれ

る 当帰 の 濃度 で の 活性を測定す る と ， 当帰単味 よ り当帰芍薬散 の 方 が 活性が 強 か っ た 。 そ こ

で 当帰芍薬散 よ り一味除い た処方 で 同様 の 検討 を行 っ た と こ ろ，当帰芍薬散去当帰 で は ， 免

疫複合体除去能 の亢進が観 察され な か っ た。 さ らに ， 当帰芍薬散去当帰に当帰 を加え ， 当帰

芍薬散 と同 レ ベ ル まで 免疫複合体除去能が 回復す る か ど うか を検討 した と こ ろ，当帰芍薬散

と同 レ ベ ル ま で の 回復は 認 め られ な か っ た 。 以上 の 結果 か ら，当帰芍薬散 が 示 す 免疫複合体

除去能 の 亢進は ， 当帰が重要 な 役割 b を果 た して い る が ， 当帰単味 で は活性 が減弱 す る こ と

か ら、 そ の活性 は生薬 を同時に煎 じる事，及び生薬間の 相互作用が 重要 で ある こ とが 示唆 さ

れ た。
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